キャスト紹介

シエル＝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ラクシミエル),Ｌ)＝エヴァンジェリスタ　Jender ♀　AJ 15　

「お前は悪人だな。成敗する！」

ハイランダー◎●　カリスマ　マネキン　

軌道国家の一国、エヴァンジェリスタ皇国の第一皇女。

コロニー内の皇宮で生まれ育った生粋のハイランダー

である。自らの信念と道を貫き通す人間であり、非常

に行動的である。その行動は周囲を驚かしつつも、強烈

なカリスマ性として現れている。

その反面、世間知らずな面があり、地上に降りた際は通常生活をおくるのにも不自由するほどである。思考は単純なようであるが、物事を正面からとらえる「純粋さ」は人の心に忘れてしまった何かを思い出させる。皇家に伝わる剣を常に持ち歩いている。

ちなみにコロニーを所持する為に〈ブランチ:ハイキャッスル〉をLv５で取っている。

西川エリ　Jender ♀　AJ 28

カゼ◎　ミストレス●　クグツ

「あら、お久しぶり。どちらまで？」

愛車のグローリアス･リムジンを乗り回す、フリーの運

転手。腕は確かであり、その技術は通常の車の２倍は

あろうかというリムジンで、軽々と90度カーブを行え

るほどである。

信頼できる人柄と優れた運転技術を持っている彼女は、

様々な企業の重役や軍関係者からオファーが来るが、未だにフリーでいる。あまり固苦しいのが好きではないからだという。

また、その人格から多くの運搬業者のカゼ達に慕われている。彼女が一声かければ数十台のトラックが集結するという。広くコネを持っており、ヘタな情報屋より顔が広い。十代の頃はレディースに所属していたようで、そこで運転技術を身につけたようである。

“白翼”イルフィーナ　Jender ♀　AJ ？
イヌ◎　カブトワリ●　バサラ

「まさか、もう一度、その名を聞く時が来るとはね……」

ブラックハウンド機動捜査課EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ヘヴィアームズ),重武装班)に所属する

イヌ。重武装班は武装した犯人を制圧、無力化す

るために当然、相応の腕を持った者でなくては勤

まらない。その為、経歴が少々危険な連中が多い。

しかし、彼女の過去はその中でもかなり異質な部類に入る。幼い頃から、光を操る能力を持っていた彼女は光学兵器を完璧にコントロールできた。マフィアによって暗殺者として育てられ、北米で名の知られた暗殺者となった。“白翼”とはその時のコードネームである。しかし、義理の妹としてウィルを拾い、それまでも己のすることに、どこか違和感を感じていた彼女は、組織を脱走し、N◎VAにやってきた。

そして、今は、経歴を隠しイヌとして働いているのである。組織にいた頃、肉体の強化を受けており、ウォーカー用光学兵器“灼光”を使うことができる。
“EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(スタイルクエスター),道の探求者)”タクヤ＝エストニア＝マクラーレン　Jender ♂　AJ 16

「ん、腹減ったのか？ じゃあこれ食えよ。……あー、腹減った」

カタナ◎　チャクラ●　ハイランダー

最近N◎VAで売り出し中の荒事屋。軌道出身で本

来はエヴァンジェリスタ家のクグツとして、遺伝子

技術によって生み出されたが、教育中に自我が芽生

え脱走、以後、Ｎ◎ＶＡでフリーランスの荒事屋と

して働きつつ、己のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(スタイル),生きる道)を模索している。しか

し、軌道への未練もあるらしく、時折、空を見上げ

ている。なお、本来仕えるはずだった、皇女シエルには幼い頃、散々振り回されたらしく、微妙にトラウマになっているらしい。

また、飢えている子供等を見つけると、自分のサイフの中身も考えず、おごってしまうクセがある。その為かはわからないが、いつも腹を空かしている。武器は大型単分子ナイフ、“スティング”と師に仕込まれた体術。

トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation　リプレイ

アクトトレーラー
これは、つかの間の休日に起きた戯曲。
男は己の手を紅く染める、己の失ったものを探す為に。

そんな男が得た休日。彼は穏やかな休日を過ごす。仮面をつけて……。

自分が捨てた世界。そこに戸惑いと、憧れと、一抹の幸せを感じながら。

歩き続ける闇の道から、もう戻ることはできないのか？

　やがて穏やかな休日は終わりを告げるだろう。そして……

Tokyo N◎VA The Detonation

～休日の欺曲～Vacation of N◎VA

かくて運命の扉は開かれる。

オープニング･フェイズ

シーン１「バカンス:故郷への帰還」　シーンタロット:エグゼク

北米、政財界の重役達が出席するパーティー。そこから１km以上離れた廃ビル。そこに一人、男はいた。手には槍の様に長い一丁のライフル。姿勢を低くして構える。

ヒュン

次の瞬間、パーティーの主賓らしき男の頭が弾けた。

「ボ、ボス！」

「だ、誰がやった。見つけろ、殺せ！」

騒然となるパーティー会場。ライフルのスコープから目を離す狙撃手。

「見事な手並みだ」

スーツ姿の男が拍手をしながら、背後の闇から現れ、言った。

「次の仕事の場所は？」

「二週間後に、トーキョーＮ◎ＶＡだ。最近、上の方が手を出してる。まあウチも時流に乗ろうという訳だ」

「ずいぶんと危ない橋を渡るな」

返す声には気乗りしないという感情が、表れていた。
「そんなことは、この業界じゃよくあることだ。それに、キミの腕なら問題はないだろう？」と、スーツの男が肩をすくめる。

「経費をいつもより余分に用意しておいた。久しぶりのバカンスだ。楽しんできたまえ」
言い、スーツの男は姿を消した。

「Ｎ◎ＶＡか……二十年ぶりだ、な」
呟き、足音だけが木霊した。

シーン２「闇からの襲撃:専門との差」　シーンタロット:カタナ

「カコーン、カコーン」水の音が情緒豊かに響くアサクサの和料亭。そこで二人の男が向かい合って話をしていた。

「あ、これとこれ追加ね」

いや、片方は食べてばかりいたが……

「相変わらずよく食うな」

「いやあ、これ三日ぶりのメシなんで」

「もう少し、金の使い方を考えた方がいいぜ」

会話だけ聞けば仲のよい悪友同士、といったところだろうか。

あきれたような顔で話す、最近、衝撃的な形で藤咲組二代目組長を襲名した男、〝藤の任侠〟藤咲竜二の問いに、無我夢中で食べ続ける男、最近売り出し中の荒事屋、タクヤ＝エストニア＝マクラーレンは呟いた。

「そう言われても、ガキ連中にメシやってるだけなんだけどなぁ」

ニューロエイジにそぐわないタクヤの言葉に竜二は安心した。

（こういう男だからこんな仕事も頼める）。

「まあ、そろそろ本題に入るか……」その時、

「な、なんだ、てめえは！」

外から怒号と悲鳴が聞こえてきた。
タクヤ:だ、誰の声？

ＲＬ:竜二の護衛の声のようですね。

ＲＬ＼護衛:「な、なんだ、てめえは！ ぐわああっ」

シエル:や、やられてる(笑)
ＲＬ＼護衛:「トニー！」（一同笑）

タクヤ:トニー、しくじった(笑）

シエル＼護衛:「トニーの奴がしくじりやがった。組長、ちょっとお待ちくだせえ、オレ達が行ってきやす、ぐわぁぁぁ」(一同笑）

ＲＬ:いきなり、チンピラにならないでいただきたい(笑)。そんな声が聞こえた後、開けはなたれる障子。

タクヤ:じゃあ、背中のスティングに手をやろう。

ＲＬ:襲撃者は黒ずくめの格好で目の部分しか見えない。そして……

ＲＬ＼黒づくめ:「貴様が藤咲竜二か？」

タクヤ:「おい、竜二さん、オレ以外にもお客さんみたいだぜ」

ＲＬ＼竜二:「呼んだ覚えはない」

ＲＬ＼黒づくめ:「関係ないな」といって、「カシャン」手の甲から金属製の爪が飛び出し、音も無く切りかかってきます。

タクヤ:ベアキャットか！ スティングを引き抜いて受け止めよう。

ＲＬ:キィィン、乾いた鉄の音が響く。「なかなかいい腕だ」

タクヤ:ドラゴンブーツを機動。足に力を入れる。

ＲＬ＼黒づくめ:「しかし……」と押し返して、ニィと口元が歪む。気が付くと、後ろで藤咲竜二がうずくまっています。

「所詮、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(カブト),専門)ではないな」ニヤリと鮫のように笑う。

針を放ったようですね。そして「ザッ、ザッ」と二度後ろに飛び上がる。

タクヤ:スティングを手に追いかける。

ＲＬ:バサッと塀の上に上がり、そして姿を消します。

タクヤ:「竜二さん！」

＊　　　　　　＊　　　　　　＊　

ＲＬ:場面が変わって、自室の布団の上で竜二が寝ているところです。

シエル:なるほど、医者とかは？

ＲＬ:います。診察後、竜二が目を覚まします。

ＲＬ＼竜二:「俺ぁ大丈夫だ。すまねえが、先生、席を外してくれ」

「で、さっき言いそびれた話なんだが、最近、河度にちょっかい出してきてる連中がいてな、奴らずいぶんと腕ききで、本家の方も押されてるって状況だ」

タクヤ:「へえ。そんなことが……」

ＲＬ＼竜二:「ウチも何か手をうたにゃならねえと思ってた矢先にこれだ。……実のところ、ウチの連中が手を出せる状況じゃねえな」

先ほどの襲撃で藤咲組は主要な組員が負傷している状況です。

タクヤ:「一瞬対峙しただけだが、奴は殺し専門の人間だ。生きてたのが奇跡みたいなもんだぜ」

ＲＬ＼竜二:「……だが、そんなこと、本家に言えるはずがねえ。そこで、奴らが何者なのか、調べてもらいてえんだ」

タクヤ:「確かにな……わかった。まかせてくれ」

ＲＬ＼竜二:「すまねえな……うっ、ゴホン、ゴホッ。これは、報酬兼調査費用だ」と、１ゴールド渡します

タクヤ:「良い知らせを待ってろ。それまで養生しといてくれ」

ＲＬ＼竜二:「ああ……信頼してるぜ」というわけでシーンエンド。

シーン３「信頼:運転手と貴婦人」　シーンタロット:カゲ　

今日の仕事を終えて、街を流していると、お得意様からポケットロンに呼び出しのメールが入る。今の一番のお得意先、二条塔子さんだ。

「よう、エリちゃん、仕事かい？」と、仕事仲間のテツさん。

「ええ、ちょっとお得意様のところへ」

待ち合せ場所に着くと既に五十代後半ぐらいの貴婦人が立っていた。

「すまないわね、突然呼び出してしまって」

「どうしたんですか？」
いつもなら、きっちりスケジュール通り迎えにいく。塔子から直接呼び出されるのは初めてのことだった。

「とりあえず、この場所に行ってくれないかしら」

エリのＩＡＮＵＳに目的地のアドレスが送られてくる。

「わかりました。安全第一で行きますね」

「お願いするわ」

ＲＬ:二条塔子さんは五十代後半の女性です。送られたアドレスに着きますと、そこは孤児院ですね。

シエル:孤児院か。何があるんだろう？

エリ:「着きましたよ」

ＲＬ:そうすると、孤児院の外で遊んでいた子供たちが、「あっ、おばちゃんだ！」と言って寄ってきます。

タクヤ:(子供になって)「おばちゃん、おばちゃん」

イルフィーナ:(同じく子供になって)「今日は何もってきてくれたの？」

ＲＬ:「今日はお菓子を持ってきたの」

タクヤ:「わーい、お菓子だ」

ＲＬ:で、エリ:さんに「ちょっと、一緒に来てくれるかしら？」

エリ:じゃあ入ってみます。

ＲＬ:子供が塔子に「ねえ、このおばちゃんだあれ？」と、聞きます。

エリ:頭を掴んで「おねえちゃんでしょ？」

ＲＬ:「ごめんなさい。びじんのおねえちゃん」（一同笑）

エリ:「いい子ね」

ＲＬ:「この子達も本当の親御さんと暮らせるといいのだけど……」

補足しておきますと、二条塔子さんはこういった孤児の保護活動に積極的です。資金援助なども行っている。

エリ:本業ではないんですか？

ＲＬ:本業ではありません。社長ですから。会社自体は超巨大企業千早グループの有力な一社といった感じですね。

ＲＬ:「忙しい所ごめんなさいね。実はお話したいのは、運転の契約のことなんだけど、来月から解約しようと思うの」
エリ:ちょっと驚いた感じで言います。「それはまたどうして？」

ＲＬ＼塔子:「実は、引退を考えてるの」

エリ:「そんな、塔子さんはまだ若いじゃないですか」

ＲＬ＼塔子:「そんなことないわ。もう五十五よ。私みたいのが頑張ってると、若い人が育たないしね。それにやり残したこともあって……。それが終われば、この子達といっぱい遊んであげるつもりよ」

エリ:「やり残したことって？」

ＲＬ＼塔子:「ちょっと、ね……」と言葉を濁します。

「二週間後に引退発表するつもりなんだけど、一つ頼みがあるの」

エリ:「なんでしょう」

ＲＬ＼塔子:「二週間、私はスケジュールが詰まっててここに来られないの。時々でいいから、この子達に会いに来てあげてくれないかしら？」

これは彼女の個人的な頼みですね。

エリ:「いいですよ。こんな可愛い子たちの相手ができるなんて、幸せじゃないですか」

ＲＬ＼塔子:「ありがとう、やっぱりあなたは、私が見込んでいた通りの人だったわ」といって、懐から小切手を取り出して渡します。１ゴールドもらってください。現在で言うと五十万円くらいですね

エリ:そんなに!?「これは……こんなに頂けません」

ＲＬ＼塔子:「気持ちよ、受け取って頂戴。今まで本当にありがとう」
エリ:「塔子さん……本当に引退してしまうんですね、残念です……。この街にはあなたみたいな人が……」

ＲＬ＼塔子:「わたしも、自分のやるべきことをやった上で退場するわ」微笑んで、シーンエンド。

シーン４「天下り:出会い」　シーンタロット:レッガー

軌道、エヴァンジェリスタ皇国。第一皇女シエル＝Ｌ＝エヴァンジェリスタは皇宮の自室で午後のティータイムを楽しんでいた。

執事のセバスチャンが、部屋をノックする。

「お嬢様、お父上様から書状が届いております」

「手紙？ 何かしら？」
紙媒体が好きな父からだとすぐにわかる。国王である父は忙しくて、あまり会えないが、よく手紙を送ってくれる。

「相変わらずＣＤな……」
苦笑しながら開く。

「我が愛する娘よ、息災にしておるか……」
文章には父の、娘に対する愛情が込められていた。万感の思いを込めて読み進めていくと、紙一枚、全てを使うほど大きな文字でこう書かれていた。

「それはともかく、婿を決めよ」

シエル:ぴしっ、と凍りつく（一同笑）

ＲＬ:後ろにセバスチャンが「既に準備は出来ております」と、何やらトランクケースを。

シエル:ビリビリビリ。

タクヤ:や、破った（笑）

ＲＬ:「なお、お前はこの手紙を破くだろうから、セバスチャンにスペアを持たせておく」（一同笑）

シエル:「……もう準備はできているのね？」

ＲＬ＼執事:「はい。スペア手紙に、見合い写真が入っておりました」バサッと、分厚い見合い写真の山とスケジュール表を取り出します。

タクヤ:な、なんて手際のいい（笑）

シエル:少しセバスチャンの方を見て、「よろしい、行きましょう」

ＲＬ＼執事:「はっ。ではシャトルの手配を」では、宇宙港に行くと皇族専用機が用意されています。エヴァンジェリスタ皇国の皇女が降りてくるというので、Ｎ◎ＶＡは大騒ぎですね。

シエル:私は一言も喋りません。

ＲＬ:地上に着くと、赤絨毯が敷かれ千早の重役達がお辞儀をします。

シエル:やっぱり喋らない。よく見ると、皇女様の顔が全然違う。

イルフィーナ:な、なんだそれ……。

シエル:で、セバスチャンが確認してください。

ＲＬ＼執事:で、では、二秒ほど皇女様の顔を見て、「ニセモノですな」

イルフィーナ:ど、動じてねえ！（爆笑）

ＲＬ:しかし、他の連中は大騒ぎになります。

タクヤ:動揺してないのはセバスチャンだけ（笑）

ＲＬ＼執事:「まったく、お嬢様も困ったものです」

イルフィーナ:落ち着き過ぎだろ！（爆笑）

ＲＬ＼執事:「とりあえず、ニュースはホロ映像を出せばいいでしょう。お嬢様はつてを頼って探し出させます」と、トロンを叩く。

タクヤ:早っ！ 歴戦の執事って感じだな（笑）

＊　　　　　＊　　　　　＊

「セバスチャンのことだ。今頃私を探していることだろう。だが甘い。まさか私がレッドエリアに向かっているとは思うまい」

自信満々で街中を堂々と歩くシエル。彼女は自分の容姿が恐ろしく目立つことに気付いていなかった。レッドエリアに向かって歩いていると、隅田川の前でいかにもチンピラ風の男達に、緊張感がなさそうな青年が囲まれていた。

「金だせ、オラァ」

「お金 ……持ってないです」

「金がねぇだあ？ ふざけんな！ この野郎」

眉をひそめ、足音を立てて近づいていくシエル。そして開口一番、

「お前達は何をしている！ 答えろ！」

「何をしてるって？ オレはこいつの友達でなぁ。ちょっと金を貸してもらおうとしてただけさ」

「そうそう、ここで見たことはすっかり忘れちまいな」
ニヤニヤといやらしい笑いを浮かべるチンピラ達。自分達が有利に立っていると思うと態度が大きくなる人間はやたら多い。
シエル:「なるほど、お前がしていることはよくわかった。ここからすぐに消えうせろ。今ならば許してやってもいい」

ＲＬ＼チンピラ:「あんだとぉ、このガキィ」と殴りかかります。

シエル:「ギロリ」と睨みつける。

ＲＬ＼チンピラ:「ひ、ヒイィ」と後ずさるチンピラ（一同笑）「お、覚えていやがれ！」と去っていきます。エキストラなので。

シエル:では、ザッザッザッ、と青年の方に歩いていって睨みつける。「お前もお前だ。なぜ、あのような連中に絡まれて何もしないのだ」

ＲＬ＼レオル:「は、はあ」

シエル:「お前、見ているとどうも危なっかしい。私に付いてくるがいい。守ってやろう。それに私は追われている身でな」

ＲＬ＼レオル:「そ、そうなんですか？」

シエル:「ああ、実に狡猾な追っ手だ。だが、心配いらない。付いて来るがいい。」

ＲＬ＼レオル:「……ところで、行く場所って決まってるんですか？」

シエル:「いや、決まってない。私が行くところが道となる」

ＲＬ＼レオル:「あ、あのう、じゃあ、私の下宿に来ませんか？ もう暗いですし……」

シエル:「下宿？ いいだろう、案内するがいい。場所は？」

ＲＬ:イエローエリアの端です。シーンを切ります。

シーン５「増える仕事: 嫌な予感」　シーンタロット:カゼ

ブラックハウンドEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ヘヴィアームズ),重武装班)のイルフィーナ巡査は、なれないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(デスクワーク),机仕事)に苦労していた。元々、重武装班は調査に向いてない人間の集まりなのだ。インスタントコーヒーを入れて一休み。そこに千早冴子課長からの呼び出しが入る。イヤな予感がした。

「面倒な事件を捜査中に悪いけれど、あなたにもう１つ担当してもらいたい事件ができたの」
案の定である。

「もう１つですか？」

「北米で有名な暗殺者がＮ◎ＶＡに上陸したとの情報が入りました」

北米……古巣だがあまり思い出したくはない。

イルフィーナ:「北米ねえ……」と頭の中で呟きます。

ＲＬ＼冴子:「あなたにその調査を行って欲しいの」

イルフィーナ:「別に構いませんけど。私向きの仕事とは思えませんが」

ＲＬ＼冴子:課長は指を三本立てて言います。「あなたを選んだ理由は三つあります」

タクヤ:三つあった（笑）
ＲＬ＼冴子:「一つ、相手が一流の暗殺者である点です。並みの戦闘力では、もし相手と遭遇した場合、手の打ちようがありません」

イルフィーナ:「重武装班が必要になる、と？ それなら他に適任が…」
ＲＬ＼冴子:「二つ目には、この暗殺者が北米のマフィアの構成員であるという情報が入っているからです」

イルフィーナ:「それがなんで私に？」

ＲＬ＼冴子:「それはあなたが一番よく分かっているでしょう？」

千早冴子は《Ｍ＆Ａ》でその情報を手に入れてます。（一同笑）

イルフィーナ:じゃあ、こりゃーばれてるなぁ、と苦笑いしておく。

ＲＬ＼冴子:「そして、三つ目は私のカンよ」いつものやつですね。

イルフィーナ:「重点は北米の方に置いてもいいでしょうか？」

ＲＬ＼冴子:「なるべく平行して捜査を進めてください」捜査費用として３シルバーを渡します。

イルフィーナ:「わかりました。失礼します」退室します。そして、ポケットロンで装備保管課に連絡する。イヤな予感がするので。

ＲＬ:了解です。シーンを切ります。

リサーチフェイズ

シーン１「下調べ:飯代一週間分」　シーンタロット:カブキ

夜よりも深い闇、バー･ヤロールの情報遮断室〝砦〟、馴染みの情報屋から情報を買う。最も安全に情報のやりとりができる場所。この家業で、最もよく使う店の１つだ。酒は飲めないが……

ＲＬ＼情報屋:「なるほど、例の襲撃事件を調べてるってか」

タクヤ:「ああ。で、何か情報はあるか？」まず、あの襲撃者について調べる。〈社会:ストリート〉で、達成値は18
ＲＬ＼情報屋:「もうひと色、ほしいところだな」

タクヤ:「また、メシ食えねえじゃねえか……」うーん、下調べはしっかりしておくべきだな、報酬点を３点渡して21に届かせる。。

ＲＬ:最近、河度系の組を襲撃している。北米のマフィアの仕業だという噂もある。

タクヤ:「はあ、厄介なもんが出てきてるな」

ＲＬ＼情報屋:「ああ。まともに対応できた奴はほとんどいねえ」
タクヤ:「まんまと逃げられたしな」と口には出さず思う。

ＲＬ＼情報屋:「ふむ、奴はシャリオファミリーの暗殺者みたいだな」
タクヤ:明らかにカゲだな。「シャリオファミリー？ 聞いたことねえな。まあ、新しい情報が入ったら頼む」と席を立つ。

ＲＬ＼情報屋:「そうそう１つ忠告しておこう。連中はかなり腕利きでやばい連中だ。命を落とさないようにな」

タクヤ:「ご忠告どうも」と、扉を閉める。

ＲＬ:ではシーンを切ります。舞台裏判定どうぞ。

シエル:では、〈足長おじさん〉を使用。Ａを出して達成値は21。

ＲＬ:ぐおっ!? 報酬点21点ですか！
シエル:おじいさまに連絡を取ってお金をもらいます。

エリ:失敗してカードを回しておきます。

イルフィーナ:〈社会:警察〉で暗殺者について調べる。達成値は10。

ＲＬ:北米のマフィア、カーライルシンジケートのシャリオファミリーに所属しているNo１の暗殺者。国際指名手配中です。

シーン２「連続: カルチャーショック！」シーンタロット:トーキー

「本日未明エヴァンジェリスタ皇国のシエル＝Ｌ＝エヴァンジェリスタ様が下られました」
ＣＮＮのニュース、路上のプロジェクターに司政官と皇女が握手している場面が映し出される。

「へぇ～大変ですね」と、他人事のように話かけてくるレオル。どうやら、全く気付いていないようだ。

「あ、ああ、ところでお前の家はどこだ？」と話を逸らす。

「ここです」

「これは……家なのか？」
それはシエルが知る「家」の……物置大の大きさだった。

タクヤ:「下られた」って凄い表現だな。まさにやんごとなきお方というか（笑）　

シエル:「あ、すまなかったな。私は少し物知らずな所があってな」
ＲＬ＼レオル:「一体、どんな所に住んでたんですか？」

シエル:「ま、まあちょっと遠いところにな」

ＲＬ＼レオル:「へえ～」とお湯を温め始めます。

シエル:「な、なんだ、それは？」と興味深々に見ている。

ＲＬ＼レオル:「？ インスタントラーメンですけど？ どうぞ」

シエル:「い、インスタント、ラーメン？　なんだ、それは？」

ＲＬ:Ｎ◎ＶＡですので、ラーメンは２秒で出来上がります。

シエル:「えーと、これはどうやって食べたらいいんだ？」
ＲＬ＼レオル:「こ、こうです」ずるずる、と箸で食べます。

シエル:「その棒はなんだ？」

イルフィーナ:は、箸も知らないのか……。

ＲＬ＼レオル:「ああ、Ｎ◎ＶＡ以外ではあんまり使わないかもしれませんね」とフォークを渡してくれます。

タクヤ:勝手に勘違いしてるし。（笑）

シエル:「あ、ああ、わかるぞ。これの使い方ぐらいはな」

イルフィーナ:な、なぜにどもる。

タクヤ:わかってないご様子。ここでつっこみが欲しいな。

ＲＬ＼レオル:「もしかして……使えないんですか」

シエル:「あ、ああ。すまない。実は私は自分で食べるのに慣れていないんだ」と〈人使い〉（一同爆笑）　

ＲＬ:……。

イルフィーナ:大変だなＲＬ。（ポンっと肩を叩く）

シエル:では食べさせてもらって、「うまいぞ。ほめてつかわす」

ＲＬ＼レオル:「は、はあ」

シエル:「ところで、お前の話が聞きたい」と、コネ判定。報酬点を３点使用。達成値21。

ＲＬ＼レオル:「つまんないと思いますけど……」と前置きして。仕事をしながら世界中を回っていること、以前、Ｎ◎ＶＡのレッドエリアに住んでいたことを話してくれます。「子供の時、父は病気で死んでしまって、母とは生き別れになっちゃったんですよね」

シエル:少しだけうろたえて。「わ、悪いことを聞いたな」

ＲＬ＼レオル:「いえ、もう慣れましたから。今は世界を回って、母を探しています。最近はエール孤児院という所で働いてるんです」

シエル:「お前は凄いな……。私は、今まで一人だったことがないから、お前のことは正直に凄いと思う」と、純粋な笑みを浮かべる。

ＲＬ＼レオル:「いえ、そんなことは……」と少し暗い顔をします。
シエル:「あっ、そうだ。お前の働いている場所に連れて行ってはくれまいか。お前が働いている所を見てみたい」

ＲＬ＼レオル:「えっ、でも面白くないと思いますよ」

シエル:「私は、今まで一箇所に閉じ込められていて、やっと出てこら

れた。だからどんな所でも見てみたい。連れて行ってくれ、レオル」

ＲＬ＼レオル:「わかりました。今日はもう遅いですから、明日」

ＲＬ:長くなったのでシーンを切ります。舞台裏判定どうぞ。

タクヤ:〈社会:Ｎ◎ＶＡ〉でシエルが下りてきた事をニュースで知る。

ＲＬ:なんか、ラーメン屋でメシ食ってるイメージが……(笑）

エリ:私はどうしようかな……

ＲＬ:あなたが調べられるのは二条塔子についてかな。〈社会:企業〉か〈社会:社交界〉でどうぞ。

エリ:じゃあ企業で。達成値は13。

ＲＬ:千早の一会社の社長です。最近、護衛の数を増やしてます。

イルフィーナ:私は:警察で襲撃事件について調べる。達成値は12。

ＲＬ:最近、河度系の組を黒づくめの男が襲撃してます。どうも、カーライルの仕業みたいですね。あとオマケで、最近、藤咲組に襲撃があり、そこにタクヤ＝エストリア＝マクラレーンという人物がました。

シーン３「出会い:圧倒的不利!?」　シーンタロット:クグツ　

仕事を終えたエリは、少し時間ができたので、孤児院に来ていた。
最近はすっかり習慣になっている。絵本読んでいる間にちょっとやんちゃな子が蹴りを入れてきたり、くすぐってきたり、その子をおしおきしたりと様々なことがあるが、心が癒される時間だ。そこに五十代ぐらいのヒゲを生やした男性が入ってきた。この孤児院の院長ラーレルス。　　　　　　

既に顔見知りになっている。
「いやー、何度もありがとうございます」
人のよさそうな院長がニコニコと挨拶した。

エリ:「いえ、塔子さんに頼まれましたから」

ＲＬ＼ラーレルス:「いやいや、この街で中々できることではありませんよ」と、そこでキミが気づいたことがある。いつも元気に走り回っていた男の子が一人足りないんだ。

シエル:「おばちゃん！」って言ったあの子だな、きっと。

エリ:「そういえば、あの子は？」

ＲＬ＼ラーレルス:「ああ、純君かな？ あの子なら引き取り手が見つかってね」

エリ:ちょっと寂しいのか、「そうですか……」と返事をします。

ＲＬ＼ラーレルス:「まあ、彼も引き取られる方が幸せでしょう」

シエル:では、登場します。「何をしているレオル。早く来い！　置いていくぞ」バンッ、と扉を開け放って、「ここが、孤児院か！」

ＲＬ:ゾウさんの滑り台とか、様々な遊具がある普通の孤児院です。

シエル:「な、何だここは？ 見た事の無い物ばかりだ。説明するがいい、早く！」

ＲＬ＼レオル:「あれが滑り台、階段を上って滑って遊ぶんです」

シエル:「そうなのか……」

ＲＬ:と、まあそんな会話があった後……院長が出てきます。

「おお、レオルじゃないか。いつも、仕事熱心で助かるよ。ところで、そちらのお嬢さんは？」

シエル:ここで〈高名〉を使用。こいつにコネを取る。

ＲＬ:はい。こいつの名前はラーレルスです。

シエル:達成値14、２レベルだ。そして（エリを見て）彼女と目が合う。

ＲＬ:う～ん、どう出会うかな……じゃあ、エリのポケットロンが鳴ります。

エリ:「はい、もしもし。エリです」

ＲＬ:「エリ殿、久しぶりですな」発信者はセバスチャンです（笑）

エリ:「あらあら、セバスチャンさん。どうなされたんですか？」

シエル:びくっ、と震える。

ＲＬ＼執事:「以前から話していた、お転婆のお嬢様ですが……」

シエル:「わ、私は、おてんばなどではない！」

ＲＬ＼執事:「おや？ どこからか、お嬢様の声が聞こえたような……」

シエル:では、エリに〈高名〉を使用。達成値は22。３レベルで。

ＲＬ＼執事:「このお方です」と顔のデータをエリに送る。「見合いを嫌がって、逃げ出してしまわれたのです」

エリ:「あら、可愛い」

ＲＬ:と、横目でシエルを見ながらエリは言った（一同笑）

ＲＬ＼執事:「無事、保護できたなら、プラチナムを渡しましょう」

シエル:おい！（一同爆笑）

ＲＬ＼執事:「よろしく頼みますぞ」

エリ:「はい。善処したします」ピッ。

タクヤ:ぜ、善処いたしますって。（笑）

シエル:「あ、あ、その、なんだ……」

エリ:「（くすくすと笑いながら）初めまして。こんにちは」

シエル:「私は、その……シエルと言う……」

エリ:（笑いながら）「私はエリです。よろしく」
シエル:それはともかく、ラールレスについて調べる。〈コネ:ラーレルス〉報酬点10点使用。達成値は21。まだ14点も残ってるもんね♪

ＲＬ:ぐおおっ。エール孤児院の院長。一月前に資金提供者の二条俊に雇われました。紳士で経営能力も優れているが、どこかの犯罪組織の幹部であるとの噂もあります。

シエル:二条俊。新しい名前が出てきたな。

ＲＬ:あとは……この情報出したらまずいな。でも、コネ判定だからなぁ……こいつ、制御値はいくつあったっけ……。

シエル:せ、制御値って。21ですよ？ まさか制御値22あったりとか。

ＲＬ:さすがにそれはないです(笑）。リアクションします。〈社会:ストリート〉〈ミスタービッグ〉

タクヤ:クロマクか！

シエル:これで貴様の招待はバレたも同然！

ＲＬ:達成値は21。イーブンなので抵抗成功。

シエル:だが抵抗したことは、こちらにもわかるはず！ ビッと指を突きつけて言おう。「貴様、悪人だな！」

ＲＬ＼ラーレルス:「は、はあ、一体なにを……」

シエル:「なんだかわからんが、お前は悪人だ！」

ＲＬ＼ラーレルス:では奴は、ニヤリと、今までとは違った笑みを浮かべて言う。「なるほど、しかし、仮に私が悪人だったとして、この世に真の善人などいるのでしょうかね？」と、去っていきます。

シエル:「そんな事を言う奴は嫌いだ」

エリ:「シエルちゃん、子供たちの前ですよ」

シエル:「で、でもアイツは悪い奴なんだ」と、しゅんとなる。

エリ:ここで塔子さんについて調べたいんですけど。達成値は18。

ＲＬ:夫の残した会社を一代で大企業に育てました。元々、Ｘランク市民だったようですね。結婚した際に市民権を獲得したようです。ではシーンを切ります。舞台裏どうぞ。

タクヤ:じゃあネタだけど、シエルがどこにいるのかを調べておく。んで、絶対会わないようにそれとは反対方面に向かう（笑）

イルフィーナ:シャリオファミリーについて調べます。達成値は14。

ＲＬ:北米の武闘派マフィア。凄腕の暗殺者を多く抱えています。最近、Ｎ◎ＶＡにアドシラルという幹部が上陸したらしい。あなたが追っているのはコードネーム:クラウドという暗殺部隊の No１です。

シーン４「深海にて:協力体制」　シーンタロット:バサラ　

バーヤロールの深海。そこを男は指定した。太平洋全域に広いコネクションを持つ人物、マイケルグローリー。Ｎ◎ＶＡに来る前からの古い知人だ。彼には〝過去〟にやっかいになったことがある。

「お久しぶりですね。あなたが私に渡りを付けるとは珍しい」

イルフィーナ:「それだけ厄介な件を捜査してるってことよ」と苦笑い。

ＲＬ＼マイケル:「で、欲しいのは何の情報ですか？」

イルフィーナ:「シャリオファミリーのクラウドっていう暗殺者について教えてくれませんか」〈コネ:マイケルグローリー〉達成値18
ＲＬ＼マイケル:「なるほど、ずいぶんやばい件を捜査していますね。奴は世界でも有数のスナイパーです」

タクヤ:カブトワリか。

シエル:そういえば、ＯＰで撃ってたな。

ＲＬ:失敗したことはおろか、姿すら捉えられておらず、ウェブの監視にも引っかからない。だから各国の企業警察も手がうちにくい

イルフィーナ:まさかウェットか？「道理で、情報が少ないはずね」

ＲＬ＼マイケル:「シャリオファミリーの『施設』でも、特に抜きん出た能力を持っているようですからね。あな近いものを感じるのでは？」

タクヤ:隠してるのにバレバレ（笑）

ＲＬ:接触する相手がこんな連中ばっかだからな（笑）

イルフィーナ:「まったく、ね」

ＲＬ:「これは私見だが、奴はおそらく組織の命令を待っているんでしょう。命令があり次第、動くはずですよ」

イルフィーナ:「それまでに見つけなきゃ、ね……」

ＲＬ:「ふむ、不確かな情報だが、奴は仕事の際に、観光客、あるいは、就労者として滞在するようだ」
イルフィーナ:「ありがとね」と、金を置いて部屋を出て行きます。

タクヤ:ここで登場します。同じようにヤロールに情報収集に来ていて、彼女が出てくる所でぶつかる。ドンッ、

イルフィーナ:「痛ぁ、あれ？　あなた……タクヤさん、でしたっけ？」

タクヤ:「いたた……げっ、あの時のイヌ！」

エリ:何があったんだろう？（笑）

イルフィーナ:「ちょうどいい所で会った」と、バッジを見せて話しかけます。

タクヤ:「な、何だよ？」

イルフィーナ:「とりあえず、なんか、食べます？」とエサを（笑）

タクヤ:「おごってくれるの？」と一瞬で飛びつきます。（笑）

イルフィーナ:「協力してくれましたら」

タクヤ:「話を聞いてからな」と言いつつ既にメニューを探している。

イルフィーナ:「あなた、先日の襲撃事件の現場にいましたね？」

タクヤ:既に食べているが、「ぴくっ」

イルフィーナ:「私は今、その裏を調べています」

タクヤ:「それって、ひょっとして……」

イルフィーナ:「そういうことです」と、にっこり笑う。

タクヤ:こちらも鮫のように笑おう。「その話、乗った」情報の交換をします。同時に情報を収集したいな。

ＲＬ:では情報屋が来ます。「タクヤくん、どこにいってるのさ」

タクヤ:「あ、すまねえ。で、情報は？」

ＲＬ＼情報屋:指でデータチップを回しながら「報酬次第かな～」

タクヤ:「何で情報屋ってこんな連中ばっかなんだろう……」それはともかく、シャリオファミリーを調べるのがオレらしいな。

ＲＬ:〈社会:ストリート、警察〉あるいは〈社会:北米〉でどうぞ。

タクヤ:〈隠れバディ〉を使用。達成値21。

ＲＬ:河度連合を襲撃している理由は２つある。１つはＮ◎ＶＡでの地盤の確保。実力を見せ付けるということだ。

イルフィーナ:まあ、予想できることね。

ＲＬ:もう１つは当局に対する、カモフラージュ。

タクヤ:ほう、カモフラージュ、か。

ＲＬ:何らかの情報が漏れたらしく、それを揉み消す為に暗殺部隊を動かしているらしい。21なので全て分かります。情報を所有しているのは、千早のエグゼク、二条塔子だと思われる。

タクヤ:「くそっ、金、ほとんど取られた」

ＲＬ＼情報屋:「世間知らずは、扱いやすいなぁ。バイバイ」

タクヤ:向かい直って、「で、おごってくれるんだよな？」

ＲＬ:ではシーンを切ります。舞台裏判定を。

シエル:じゃあ、あの孤児院について調べる。達成値21。

ＲＬ:正式名称はエール孤児院です。身寄りのない子供たちを引き取って見受け先を探す孤児院で、千早のエグゼグ、二条塔子が資金を提供してます。しかし、経営に直接千早は関わっておらず、経営は二条俊が運営している。院長の名前はラーレルス＝エルロイ。
タクヤ:エルロイ!? 道理で似たようなことをやっているわけだ（笑）

イルフィーナ:何、それ？

ＲＬ:単なるネタなので気にしないで下さい（笑）

タクヤ:ＲＬが鮫のように笑いやがった（笑）

ＲＬ:犯罪組織の隠れ家になっているとの噂がある。
シエル:やっぱり悪い奴だ！（笑）

エリ:私の番なんですけど、何を調べればいいですかね？

タクヤ:ラーレルスについては全部出たよね？

シエル:私が持ってる。合流するんだったら調べる必要はない。

エリ:じゃ、とりあえず回します。

ＲＬ:はい。では次のシーンに。

シーン５「死の接吻:鉄の掟」　シーンタロット:イヌ
何にしても情報が足りない。そう判断した二人は、よりカーライルに近い情報屋に接触することにした。

シエル:「オウ、オレ、ブンヤ。ナンデモキイテクレヨ」

ＲＬ:誰ですか？（笑）

タクヤ:ニューロのブンヤ（笑）。きっと元カーライルだった。

イルフィーナ:アドシラルについて調べる、達成値18。

ＲＬ:シャリオファミリーの幹部。Ｎ◎ＶＡ進出の指揮官として上陸してます。揉み消しや交渉を得意としている。それに加え戦闘力も高い。表向きの顔はエール孤児院の院長ラーレルス＝エルロイ。

イルフィーナ:昔を思い出して、少し空を見上げてます。

ＲＬ:《腹心》として、強力な暗殺者を連れてきているようです。

タクヤ:じゃあ、ラーレルス＝エルロイについて調べる。そろそろ合流のきっかけを作っておかなきゃな。達成値18
ＲＬ:では、先ほどシエルに渡した情報は大体分かります。さらに、孤児院のアドレスを手に入れました。そしてブンヤは情報を調べている途中で「ん、なんだこりゃ」と言った瞬間……

「ぐわっ」突然息絶える情報屋。対反逆プログラムが起動したのだ。『裏切り者には死を』それが、カーライルの絶対の法。

「消された、か。……どうする？」

「その孤児院に行くしかないでしょうね……」

「なんか心あたりがあるんじゃないのか？」問うタクヤ。

「……」
言葉を濁すイルフィーナ。しかし、彼女は確信していた。これは、あの〝組織〟の仕業だ。嫌な予感は当たった。

「……ま、いいさ。行こうぜ」
タクヤは無駄と思ったのか歩き出す。

「エルロイ……まさか、再びその名を聞く事になるとはね」
気が付けば、指が左耳の片方しかないピアスに触れていた。

ＲＬ:では舞台裏判定どうぞ。

シエル:スートが合わない。回す……手札がどんどん悪くなる。

エリ:塔子さんの発表について調べます。〈社会:企業〉で達成値は16。

ＲＬ:18で全部出ますよ。

エリ:報酬点が８点あるので２点使います。

ＲＬ:了解。自分の引退と遺産についての発表。もう一つ、何かの犯罪組織の告発を行うらしい。

シエル:犯罪組織……やっと、事件のキーに近づいた気がするな。

ＲＬ:はい。彼女は犯罪組織の重大な情報を握っているんですね。そのために命を狙われていることも承知です。だから、引退を決意したんですね。一週間後、新宿インペリアルパークで行われるパーティーにて発表される。あ、この情報を追加したいな。

シエル:何？

ＲＬ:このパーティーにはシエル様が出席される予定です（一同笑）

タクヤ:見つかんなかったらどうするんだろう？（笑）

シーン６「調査:合流:開かない扉」　シーンタロット:フェイト

数日、シエルは考えている事はただ１つだった、

「悪人のラーレルスを成敗する」

その為に、再び孤児院に向かった。ここで思いがけない人物とする

ことになるのだが……
ＲＬ:で、全員孤児院に行けるようになりましたが、どうします？
シエル:そうだな、私は孤児院を調べてみる。証拠を見つけ出すのだ！

ＲＬ:では、忍び込んで？

シエル:違う！ 堂々と調べる！

ＲＬ:わ、わかりました。では堂々と忍び込みましょう。

シエル:うむ。

ＲＬ:では、堂々と入ると顔を覚えた子供達が迎えてくれます。初印象が強烈でしたから（笑）。院長はいません。

タクヤ:ところで、レオルは？

シエル:連れて来てない。それよりそろそろエリが来るはずなんだが。

エリ:じゃあ、いつものように仕事を終えた後に、リムジンで。

シエル:堂々とした様子で「よく来てくれた、エリ！」

エリ:「どうしたのシエルちゃん。なんか荒れてるみたいだけど」

シエル:「ああ、悪い奴を成敗しなければならないからな。行くぞ！」

ＲＬ:扉には鍵がかかっているようです。

シエル:じゃあ、「開け！」とか言ってみたり（一同笑）

タクヤ:さすがに開かんだろ（笑）。

シエル:「エリ、どうしてこの扉は開かないんだ？」

エリ:「……」

シエル:「ひょっとして、世には自動で開かない扉もあるのか？」

エリ:ところでなぜ、忍び込むのか、まだ聞かされてないんですけど。

シエル:「あの院長とかいうのは悪い奴なんだ！」と、全部話すぞ。

エリ:とりあえず話はわかりました。

シエル:「わかったか、エリ。奴は悪い奴だ」

エリ:「この部屋を調べてみたほうがよいかも」

シエル:「ああ、私もそう思って来た。だが扉が開かないんだ」

ＲＬ:「ドアはね、ここをこうすると開くんだよ」ガラガラガラ、子供が反対側から引き戸を開けます（一同笑）

シエル:「す、凄いな！ このドアは！」

タクヤ:な、なんてローテクな（笑）

シエル:攻略法が分かった今、私に敵は無い！ どんどん開けるぞ！

タクヤ:登場します。クローゼットの中に隠れています。

イルフィーナ:同じく。

ＲＬ:気が付けば院長室です。

シエル:〈知覚〉するぞ、達成値は12。

イルフィーナ:〈隠密〉で判定。スート合わず、失敗。

シエル:思わず言うぞ。「ど、泥棒！」

イルフィーナ:「っていうか、そちらもでは？」

タクヤ:じゃあ、オレも〈隠密〉に失敗しておこう。

シエル:じゃあ、私はそちらに気付いて、ぐいっ、と顔を近づける。

イルフィーナ:「お知り合いですか？」

タクヤ:「いや、その、あの」

シエル:「えーい、何を言っているのかわからん！ だがお前の顔は見たことがあるぞ」あ、二人に〈高名〉使います。達成値は16と19。あ、またジョーカーだ。私がほとんど引いちゃったんだけど（笑）

ＲＬ:なんと！ 道理で来ないわけだ。

タクヤ:では、情報交換を終えたってことで。

シエル:「知っているのなら話は早い、協力しろ」

イルフィーナ:「立場的にも、協力するのはかまいませんけど……」

ＲＬ:って言うか、立場的にこんな風に忍びこんでいいのか？

イルフィーナ:まあ機動捜査課だし。

シエル:「私はラーレルスがこの孤児院で悪事を働いていることを知った。だから、調べに来た！ お前達もあの男を調べにきたのだな」

タクヤ:「あの～姫……」

シエル:「ん、なんだ？」

タクヤ:「相変わらずですなあ……」

シエル:「誉め言葉として受け取っておく」

イルフィーナ:あきれた顔で見てます。

シエル:「そして、やることは一つだ！」

エリ:「成敗？」

シエル:「その通り！ 成敗だ！」 しかし成敗するには、さすがに正統な理由が必要だと思う。

イルフィーナ:「そういう事をしていいのは、警察だけですよ」

シエル:「ちょうどいい所にイヌがいた。調べてくれ」

イルフィーナ:「まあ、そのために忍びこんだんですけどね……」と呟きながら調べます。

エリ:ところで、何について調べるんですか？

シエル:そうだな…証拠を見つけるんだから〈知覚〉でいいだろうか？

ＲＬ:（少し考えて）いいでしょう。確かにその通りです。ただし、何について調べるかは指定できません。何があるか？ なんてわかりませんからね。

シエル:わかった。それでいい。

イルフィーナ:じゃあ、私が調べるか、達成値は11。

ＲＬ:まあ、その達成値では分かりませんね。
シエル:では、短気な私はキレます。「まだ見つからんのか！」バン！と壁を叩くぞ。〈知覚〉で、達成値21。

ＲＬ:では、壁にかかっていた額縁が落ちてバラバラになります。その中から、バーコードで紙に書かれたデータが数枚出てきます。

タクヤ:あれかよ（笑）

ＲＬ:情報の内容ですが。二条俊という人物がシャリオファミリーに資金と、この孤児院をセーフハウスとして提供していたことが分かります。そして、その件に二条塔子は関与していません。

エリ:「よかった」と胸をなでおろします。

ＲＬ:さらに、構成員の名簿が出てきます。しかし、名簿は電子的にロックされており、読むことができません。

シーン７「チェイス！:90度カーブ」シーンタロット:ハイランダー　

「とりあえず、ここを出よう」

「確かに、ここが敵の拠点である以上、留まるのは危険かもね」

「何故だ？ 丁度いい。待っていれば、敵が来るのだろう？」

「で・も、ここにいても、蜂の巣にされるだけです」
そんな話し合い（というよりは言い争い）を続けていた３人だったが、

「ここで戦ったら、子供達も巻き込まれるかもしれません」と言う、エリの一言でシエルが折れ、とりあえずこの場を離れることにした。エリの車がある駐車場に出て行く。

「エリは凄いぞ！ 90度に曲がれるんだ！」というシエルの言葉に、

（え、そりゃあ、車なら90度くらいは……）と、タクヤは思っていた。
ＲＬ:では、そんなやり取りをしているうちに、駐車場に着きます。す

ると、妙に大きな車、リムジンが置いてあります。

タクヤ:「へえ～、こんな車使ってるんだ。この孤児院、凄いな」

ＲＬ:すると、他の面々がその車に乗っていきますね。
タクヤ:「えっ、えっ、ええっ、まさか、これ？」

シエル:「そうだ、早く乗れ！ 90度だぞ！」

エリ:「私の相棒は特別仕様なの。で、どこに行きます？」

シエル:「そうだな……私のやっかいになっているレオルの所に行こう。イエローエリアにある」
タクヤ:「レオル？ イエローエリア？ なんでそんな所に？ っていうか、そもそもあんた、ホワイトエリアの別荘にいるはずじゃ……」

イルフィーナ:「この性格じゃねえ、逃げ出したんでしょ」

シエル:「逃げ出した？ 違う！ 私は逃げるなどしない！」

タクヤ:「抜け出した……」

シエル:「そのとおり！」

タクヤ:「はあ」とため息をつく。昔、散々付き合わされたので。

イルフィーナ:「慣れてるみたいね」と苦笑いしている。

シエル:「いいか、ずっと同じ場所にいるのはとても苦痛なことだ。あの窮屈な場所に押し込めるというなら、お前達も私の敵だ」

イルフィーナ:昔を思い出して、苦い顔をする。

タクヤ:「で、そのレオルって奴の家はどこにあるんだ？」

シエル:「あ、あっちだ！」

イルフィーナ:わからん、わからん。

ＲＬ:ではここで全員〈知覚〉判定してください。

タクヤ:スートが合わない、失敗。

シエル･イルフィーナ:同じく、失敗。

エリ:えーと、私は達成値11。

ＲＬ:では、エリだけが気付きます。サイドミラーを見ると、後ろから一台の黒塗りの車が凄いスピードで迫ってきています。

タクヤ:うおっ。

ＲＬ:〈操縦〉〈チャージ〉〈バーンナウト〉達成値は13。

タクヤ:エリさん頼みます。

エリ:マイナーアクションで〝Lightning〟を起動。〈操縦〉〈ドッジ〉、で達成値は、えーと……15。回避

ＲＬ:ぶつけようとする敵の車。しかし突然リムジンが加速してカーブを90度で曲がると、黒塗りの車は壁に衝突します。中から黒服たちが出てきますが、逃げ切れます。
イルフィーナ:「さすがですね」
ＲＬ:では、そろそろシーンを切ろうと思うんですか。
シエル:じゃあ〈隠れバディ〉で、レオルの母親のことを調べる。
ＲＬ:達成値は21ですね。では、あなたが実家のデータベースで検索すると、過去にＮ◎ＶＡのレッドエリアに住むＸランク市民で、その後、海外に移住するも、この頃レオルと生き別れになったようですね。現状で戸籍に存在しません。
シエル:それはどういうこと？　
ＲＬ:そのままの意味です。Ｘランク市民なので存在しないんです。
タクヤ:ひょっとして、技能が足りない？
ＲＬ:情報を出すには様々な方向がありますからね。
シーン８「歩む道:疑惑」　シーンタロット:カブトワリ　
襲撃後、イエローエリアを行ったりきたりを繰り返して、なんとかレオルの家にたどり着いた４人だったが、部屋に入るなり、シエルはタクヤに皇家伝承の剣を突きつけて聞いた。

シエル:「タクヤ、聞きたいことがある。お前は私の前からどうしていなくなった？」と剣を突きつける。
タクヤ:その剣の先を掴む。
シエル:「さわるな！」
タクヤ:「だったら、そうやって人に向けて突きつけないこと！」
シエル:「そ、そうだな……で、どうしてだ？」
タクヤ:「ちょうど四年前か……オレが下ったのは」
シエル:「そうだ。博士からお前がいなくなったことを聞いて、私はとても驚いた。私は博士からお前が逃げたと聞いた。なぜ逃げた？」
タクヤ:「逃げたんじゃない。自分の可能性を見つけたかった。オレはお前のクグツとなるために生み出された」
シエル:「そうだ、それがお前の道のはずだ。なぜ、それを捨てた？」
タクヤ:「育てられるうちに、修業が楽しくなってきてな。その時に思ったんだ。オレの力で何ができるのか？ ってな。己の道を探す為にオレは下りた」
シエル:「……わかった。それがお前の道ならば、許す」
タクヤ:「ありがたき幸せ」
シエル:「正直、お前は、もっとしょうもない理由でいなくなったのだと思っていた。侮っていたな。許せ」
タクヤ:「いや、オレも礼も無しでいなくなったからな。あいこだよ」
イルフィーナ:「若いっていいなあ」と呟く。
タクヤ:「まあ、それはともかく……あんた、なんでここにいる！」
シエル:「え、いや、私も見聞を広めたくなってな」
タクヤ:「それだけか？」
シエル:「まあ、親父殿が、私に見合いをさせようとしたしな」
タクヤ:テーブルに突っ伏す。「あのな……」
シエル:「ん、どうかしたか？」
イルフィーナ:「ところで、ここの家主さんは？」
シエル:「レオルなら出かけているようだな」
タクヤ:気を取り直して、「そう、そのレオルだ。どんな奴なんだ？」
シエル:「街で下郎共に絡まれているところを私が助けた。弱い男だ」
イルフィーナ:「そういえば、なぜ、孤児院に行ったんですか？」
シエル:「ああ、あいつがあそこで働いてると聞いてな。そこで、あのラーレルスという男が悪だということを知り、成敗することにした」
イルフィーナ:「その時、そのレオル君の様子はどうでしたか？」
シエル:「暗い顔をしていた。気分が悪そうだったので、その時は帰ることにした」
イルフィーナ:「調べてみた方がよさそうね」口には出さないけど思っている。「報告もあるし、先に失礼するわ」と言って外に出て、情報を調べます。何が残ってるっけ？
ＲＬ:ラーレルスの《腹心》について、あとレオルについて、かな。
イルフィーナ:腹心について調べておこう。達成値はキー効果で21。
ＲＬ:では、マイケル＝グローリーから、奴のデータが送られて来ます。コードネームはティグリス。暗殺部隊のNo２。腕はかなりのもので、自分がNo２であることに不満を抱いているらしい。最近の河度連合への襲撃は奴が行っているものと思われる。
タクヤ:「あいつか……」大体情報は揃ったな。
シエル:そろそろ状況が動くだろう。それはともかく、すっかり忘れてた。二条俊とかいう奴を調べたいんだが、何でいける？
ＲＬ:〈社会:企業〉か〈社会:社交界〉ですね。
シエル:……エリ、《盾の乙女》をしてくれないか？
エリ:いいですよ。でもあんまり、数字大きくないですけど……。
シエル:問題ない。報酬点４点使用、達成値は21。ナイス連携。
ＲＬ:二条塔子の義弟。
エリ:義弟……。
シエル:妖しさプンプンだね。
ＲＬ:まあ義弟って時点でねえ（笑）
タクヤ:ＲＬが言うな！（笑）
ＲＬ:小さな会社と、エール孤児院の経営管理を任されているが、自分の権益があまり高くないことに不満を抱いており、犯罪組織と癒着しているとの情報もある。
一同:（頷きながら）あーあー。
ＲＬ:な、何なんだ、このおざなりな反応は！
タクヤ:いや、あんまりにもベタな奴なんで（笑）
ＲＬ:まあ、そういう意図で作ったからなあ。それはともかく、利己
主義者で利に聡い。その上、小心で強い者にはへつらうが、それ
も自分の立場を維持する為。
イルフィーナ:とことんダメな奴ですな（笑）
シエル:一番嫌いなタイプだ。「成敗だ！ そいつを今すぐ成敗しに行くぞ！」と剣を抜いて暴れだす。
イルフィーナ:どうどうどう。で、続きは。
ＲＬ:うむ、表では孤児院に資金援助をする等の活動をしているが、姉の遺産を虎視眈々と狙っている。では、シーンを切ります。
シーン９「決意:過去の邂逅」　シーンタロット:ニューロ
エリは悩んでいた。塔子が発表することを知ってしまったからだった。

どうにか発表を止めて欲しい……それがエリの本心だったが、それを言い出せないまま、数日が過ぎていた。

ＲＬ:あなたが迎えにいくと、いつもの様に車に乗りこみます。
エリ:「はい」と走らせます。発表の内容、私は知ってますよね。
ＲＬ:うん。キミが知っている。という事は彼女は知らないけどね。
エリ:なるほど……喋っちゃおうかな……。
ＲＬ:それがキミのスタイルならいいんじゃないかな。
エリ:じゃあ言います。「塔子さん、聞きましたよ。発表の内容」
ＲＬ＼塔子:「そう……さすがに耳が早いわね。だから契約を切ろうと思ったの。こんな発表をしたら、どうなるかわからないから」
エリ:「一番危ないのは塔子さんじゃないですか」
ＲＬ＼塔子:「私はいいの。これが、私の道だから。そして贖罪でもある……」
エリ:「そんな……」
ＲＬ＼塔子:「私には息子がいたの。あなたのことだから、もう気付いているかもしれないけれど。
私は昔、レッドエリアにいたの。その時は息子と一緒に暮らしていたのだけれど、ある日、悪党共にさらわれてしまった。その後どうなったか分からないの。ずいぶん調べたわ。
結局、死亡したっていう記録を見て、私は、犯罪組織に復讐する事と、孤児院をつくることを決意したわ」
エリ:「塔子さん……」
ＲＬ＼塔子:「ごめんなさいね、湿っぽい話をしてしまって。でも、あなたには聞いてもらいたいと思ったから」そんな会話をしている内に会社に着きます。塔子さんは車から降りた後、微笑んで言います。
ＲＬ＼塔子:「ありがとう。これが最後のお仕事になるかもしれないわね。そうそう、発表は新宿インペリアルパークで行うわ。よかったら見にいらしてね」
エリ:じゃあ、「塔子さん、気持ちは変わらないんですね」
ＲＬ＼塔子:「ええ。もう、決めたの。……もし私に何かあったら、あの子達のこと、お願いね」と去っていきます。舞台裏判定どうぞ。
タクヤ:オレは……そうだ、セバスチャンに連絡を取ります。もちろんシエルには内緒で。
シエル:私の番なんだが、調べることが無いな。
ＲＬ:さらわれた子供達がどこへ行ったのか？　とか。
シエル:どれくらい必要？　とりあえず、15。
ＲＬ:十分です。一度、波止場の貸し倉庫に集められ、北米に送られるようです。船が出港するのは数日後のようですね。
シエル:なるほど。っていうか、それを知ってしまったのか？
イルフィーナ:まずい、こいつ殴りこみに行くぞ。
シエル:いいことを教えてもらったよ、ありがとう。
イルフィーナ:〈社会:警察〉でレオルについて調べる。達成値は15。
ＲＬ:基本的にはシエルに渡した情報と同じですが〈社会:警察〉なのでもう一つ、身元が偽装されている可能性があることが分かりました。
シーン10「確信:解読:真実」　シーンタロット:クロマク
イルフィーナは事件の経過を課長に報告した。しかし、自分の中の想像――半ば確信していたが――は言わないでいた。課長は報告を聞いて言った。

「報告書は見ました。しかし、決定的な証拠がありません」

イルフィーナ:犯人を確保しなければムリ、か……「全ては式典で、ということですね。ブラックハウンドとしてはどのような対応を？」
ＲＬ＼冴子:「むろん、大規模な警備体制を敷く予定です。しかし、会場の全てを把握できるわけではありません。あなたは引き続き犯人がどこに現れるか、調査に当たってください」
イルフィーナ:「了解しました」一流の狙撃手に警備なんて無意味。
ＲＬ＼冴子:「それと例のファイルですが、解読班に回したのですが、どうしてもロックが解除できないそうです」
イルフィーナ:「そうですか」
ＲＬ＼冴子:「何か特別なプログラムでもあるのかもしれません」
イルフィーナ:「……そのファイル、見せてもらえませんか？」
ＲＬ＼冴子:「かまいません。今は鑑識課の方にあるはずですから」
イルフィーナ:「では失礼します」鑑識でファイルをもらいます。
ＲＬ:やはり、パスワードでロックがかけられてますね。
イルフィーナ:「昔と変わっていなければいいのだけれど……」《制裁》を使用、ＩＡＮＵＳに入っているデータでパスワードを解除します。
ＲＬ:わかりました。それは構成員の名簿です。バーコードを読むと、名前、性別、年齢、顔写真がわかります。そして、戦闘員リストNo１〝クラウド〟と書かれている箇所にレオルの名が書かれています。
「繋がった、か」
バーコードを読み取りながら、思い出していた。あの部屋で感じたのは過去の自分と同じ〝臭い〟。部屋の主は血を歩んでいる人間だ。

同時に、ピアスに触れている自分に気付いた。

シーン12「真実:現実:残酷」　シーンタロット:カブト
タクヤはシエルを夜明け前の人気の無い公園に呼び出していた。シエルに自分の考えを伝える為に。それは彼女にとって残酷な真実だろう、しかし、残酷でも現実を見据えなければそれが悲劇を呼ぶ。彼はそれを知っていた。

タクヤ:「ご足労、ありがとうよ」

シエル:なんか敬語が変じゃないか？
タクヤ:変な敬語の方がこいつらしいので。
シエル:仁王立ちで「何の用だ？　話でもあるのか？　顔が暗いぞ」
タクヤ:「ああ、あんたに言いたいことがあってな」
シエル:「なんだ？」
タクヤ:「あんたが居候しているレオル、そいつは恐らく……クロだ」
シエル:ＲＬ、レオルの容姿は？ 人種とか。
ＲＬ:基本的には黒髪で黄色の肌、目は少し青みがかかっている、といった感じです。
シエル:「確かに、あいつは色があるが、黒くはないぞ」
タクヤ:「そういう意味じゃない。彼の立ち位置だ。あんたが調べてる、ラーレルス、奴とそいつの関係……」
シエル:さすがに気付く。「タクヤ、あいつを疑っているのか？」
タクヤ:少し間を置いて「……ああ」
シエル:「あれは弱い男だ。そんなことができる奴じゃない！」
タクヤ:「弱い、か。本当にそうなのか？」
シエル:「それに、私はあいつを信じると決めた。私は決めた事をどこまでも貫く。お前とは違う！」
タクヤ:「だが……」
シエル:「黙れ、黙れ！ 聞きたくない」と、退場する。
タクヤ:ではその背中に向かって、「残酷な現実から、耳を防ぐのはお前の勝手だ。だがな、真実を目にした時、それでもお前が信じ続けるというのなら、決して引くんじゃないぞ」
イルフィーナ:ではこの辺りで電話を入れます。登場。
タクヤ:電話を取りたくない気分なので、リンクスの音声だけで聞く。
ＲＬ:リンクスに名前が表示され、彼女の声が聞こえてくる。
タクヤ:「なんだ？」
イルフィーナ:「孤児院で手に入れたファイルありましたよね？」
タクヤ:「ああ、解析できたのか？」
イルフィーナ:「はい、レオルとクラウドが繋がりました」
タクヤ:「そうか……」苦虫を噛み潰したような顔をしている。
イルフィーナ:「ところで、あのお姫様は？ 接触させない方が……」
タクヤ:「いや、もう遅い。たぶん、奴のところに行った」
イルフィーナ:「何ですって！ すぐにそちらに向かいます」電話を切り、退場します。
タクヤ:「わかった」で、切った後すぐに違うところに電話する。と、そこでシーンを切って欲しいんだが……。
ＲＬ:わかりました。
エリ:では舞台裏で、〈メイデイ〉の判定をします。
シエル:おおっ、で、誰を呼び出すのかね？
エリ:トラックのテツさん達を呼び出します。達成値は15ですから15人ですよね。
ＲＬ:「あんたら、エリちゃんの友達かい？」って感じ？（笑）
シエル:何なんだその渋い連中は（笑）
タクヤ:港の●―コ、ヨ●ハマ、ヨコ●カ（笑）
シエル:じゅ、15人のトラック野郎達が……（笑）
タクヤ:か、かっこいい！（笑）
シーン13「嘘:外れた仮面」　シーンタロット:マヤカシ　
シエルは孤児院に来ていた。子供達が今晩運ばれるという話を聞いて、黙ってはいられなかった。それにレオルも連れて行く。これでタクヤのレオルへの疑いも晴れる。そう思い、突き進んだ。

ＲＬ:レオルは孤児院でバイト中です。
シエル:ドアを開け放って登場。「レオル行くぞ」と引っ張っていく。
ＲＬ＼レオル:「い、一体何があったんですか？」
シエル:「いいから早く来い！」と走り出す。そして、走っている途中で孤児院の裏で悪事が行われていたことをべらべらと話す。「というわけで、子供達を早く助けなければならんのだ！」
ＲＬ＼レオル:「それなら、警察に連絡した方が……」
シエル:「そんな悠長なことを言っている場合ではない」
ＲＬ＼レオル:「それに、今から向かっても間に合いませんよ」
エリ:登場します。ウィィンと窓を開け、「どちらまで？」
シエル:「ああ、エリ、いい所に。ヨコハマに行く。子供達の命がかかっているんだ」
エリ:「わかったわ。ちょっと揺れるわよ」と90度カーブ（一同笑）
タクヤ:いや、この際180度（笑）
イルフィーナ:いやいや360度（笑）
ＲＬ:元に戻ってどうする！（一同笑）そんな事してるうちに着くよ。
シエル:少しふらつきながら、「行くぞ、子供達の命がかかっている」
ＲＬ:「は、はい……」と乗り物酔いしてますね。で、忍び込みます？
シエル:当然、堂々と入っていきます。こっそりってなに？（一同笑）
ＲＬ:では、車で突っ込む感じですかね？
エリ:はい。それがいいでしょう。
イルフィーナ＼黒服:「かまわん、撃て」と銃を乱射してくる。
ＲＬ:キンキンキンキンと全て車のガラスにはじかれた（笑）
イルフィーナ＼黒服:「ぼ、防弾仕様だと！」（笑）
シエル＼黒服:「ならばこの追跡ロケットランチャーを食らえぃ」ドン。
エリ:90度曲がります（一同笑）
ＲＬ:ロケットランチャーは90度曲がれず、壁に当たり爆発した。子供達は奥にいるようです。ちなみにレオルは気絶してます。
エリ:倉庫に突っ込んで、ライトをバッとつけます。
ＲＬ:思わず中にいた連中は顔を被います。中では子供達が目隠しをされた状態で眠らされており、その回りに数人の黒服がいます。
シエル:「そこまでだ！」
ＲＬ:「な、なんだお前は！」
シエル:「貴様らの様な悪党に名乗る名は無い！」ビシっと指をさす
イルフィーナ:後ろから車のライトで照らされて（笑）
タクヤ:そして黒服達は手が出せない。
ＲＬ:そ、そうなのか？ では、黒服達はシエルが進むとまるでモーセの十戒のごとく割れていく。
シエル:子供達の方に歩いていき、「助けにきたぞ」と縄を解く。
ＲＬ:他の人は登場しますか？
タクヤ:まだ登場しない。ここで出てもまだやることないし。
エリ:私は車の運転席にいます。
ＲＬ:なるほど。状況はわかりました。
シエル:で、全員解放したぞ。
ＲＬ:では、最後の１人の縄を解いた時、闇の中からあなたに刃が襲い掛かります。〈白兵〉〈イカサマ〉〈修羅〉。達成値が15。
シエル:っ！　回避できない。目の前に迫る刃に対して目を瞑る。
ＲＬ:それに対してレオルがリアクションする。〈運動〉〈隠密〉〈影化〉〈一心同体〉で同値、回避。同時に〈無面目〉を解除！　
ＲＬ＼ティグリス:手の甲に鋼の爪をつけた男が言います。「おいおい、オレの邪魔をするってのはどういうつもりだ？」
ＲＬ＼レオル:「無駄な殺しはプロのやることじゃない、と言ってる」
シエル:「どういうことだ！ レオル！」
ＲＬ＼ティグリス:「まさか情に動かされたんじゃあねえよな？」
ＲＬ＼レオル:「その女は軌道のお姫様だ。ヘタに殺すと、厄介な事になりかねんぞ。生かしておけば何かと利用できるかもしれないがな」
ＲＬ＼ティグリス:「じゃあ、当然……」
ＲＬ＼レオル:「連れて行く」
シエル:うおっ、さらわれる。「なっ」
ＲＬ:腹に一撃くらわせます。
シエル:「うぐっ」パタリ。気を失う。
タクヤ:そろそろ出るか。〈隠れバディ〉で登場。軌道の衛星からシエルの動向を追っていた。
イルフィーナ:同じく登場。
エリ:車から降りてＭＰ12を構えます。
ＲＬ＼レオル:「やめておけ。そんな銃では何もできない」
シエル＼ティグリス:「こいつらもやっちまうか？」
ＲＬ＼レオル:「言ったはずだ、無駄な殺しはするなと」
タクヤ:「シエル！」
イルフィーナ:「間に合わなかったようね」
シエル＼ティグリス:「おっと、またお客さんかい」
ＲＬ＼レオル:「これ以上の騒ぎは無用だ。」
ＲＬ＼ティグリス:「ガキどもはどうする？」
ＲＬ＼レオル:「今は脱出が先決だ。撤退するぞ」《不可知》を使用。〈一心同体〉の演出で撤退します。シーンを切ります。
シエル:あっ、その前に剣を落とします。カランカラン。
タクヤ:その剣を拾います。
イルフィーナ:とりあえず二人のスタイルはわかった。
タクヤ:ティグリスがカゲ、レッガー、カタナ。クラウドがカブトワリ、カブト、カゲだな。
シーン14「封印:人望:決意」　シーンタロット:カゲムシャ
子供達を助け出した後、三人は何を話すことも無く散った。誰もが無力を感じていた。

それと同時に、二条塔子の発表の日に全ての決着が着くことを確信していた。そして、その為に準備を始めていた。

イルフィーナは倉庫屋に来ていた。普段は封印している武器、いや、〝兵器〟を受け取る為だ。

（本当はあまり使いたくないんだけど……）

だが、そう言ってられないのも事実だった。認めたくないが、敵は自分と同門。手を抜けば死ぬのはこちらだ。

しかし、クラウド……できれば奴とは戦いたくない。

イルフィーナ:私は妹に銃を持ってきてもらおう。
シエル:ちょっと待て。妹、そんなもの運べるの？
イルフィーナ:いや、折りたたんであるし。
ＲＬ:折りたたんでも重さは変わらんだろ！ 工学部！
イルフィーナ:じゃあ倉庫に銃を取りに行きます。タタラの妹なんで。
ＲＬ＼倉庫の親父:「四番ロッカー……アレを使うのかい？」
イルフィーナ:「ええ、必要になってしまったんで」
シエル:「あっお姉ちゃん！」中に入ると妹が整備をしている。
イルフィーナ:「整備は終わってる？」
シエル＼妹:「もっちろん！ すぐ使えるよ」あっけらかんと応える
イルフィーナ:「悪いけど課長への許可書お願いね」と肩で担ぐ。
エリは車のあまり通らない十字路の中心で車に腰掛けていた。メールを入れて二時間、そろそろ来るはずだ。頼りになる仲間達が。
ＲＬ:「エリちゃん、待たせたな」と四方からトラックが集まってくる。
エリ:「テツさん、ありがとう」
イルフィーナ＼テツ:「なあに、困った時はお互い様よ」
タクヤ＼やはりテツ:「エリちゃんの頼みとあっちゃあ、断れねえしな」
ＲＬ:って何人いるんだよ！
エリ:テツ三兄弟（一同笑）
タクヤ＼テツ:「ああ、いつでも来るぜ」
シエル:四兄弟になった！（一同笑）
エリ:「期待してるわよ」
ＲＬ:「わかった。任せときな！ いくぞ、野郎共！」と、テツ兄弟一同は男気あふれる笑みを浮かべて去っていく（一同笑）
タクヤはホワイトエリアのエヴァンジェリスタ家の別荘に来ていた。事の次第を直接報告しに来たのだ。
「許可の無い者を通すわけにはいかん」

警備員が阻むが、シエルが落とした刀を見せると顔色を変えた。

「そ、それは！」

「セバスチャンに用がある。通してくれるか？」

「ずいぶんと久しいですな。タクヤ殿」尋ねると同時に返事が返ってきた。自分の父とも言える人、皇家の防人が見事な礼で迎えた。

タクヤ:「お久しぶりです」
ＲＬ＼執事:「お急ぎの様だ。詳しい事情は結線で話しましょう」
タクヤ:カチャ、と首にある端子をつなぐ。
ＲＬ＼執事:情報をやり取りした後、「お嬢様が……」
タクヤ:「もう少し早く着いていれば……オレはお姫さんを助ける」
ＲＬ＼執事:「お嬢様の事、よろしくお願いします。本来は私の役目なのですが、企業、行政府への工作で動けないのです」
タクヤ:「ああ、分かってる。姫の事は任せてくれ」
ＲＬ＼執事:「あなたに防人の役を預けます」会場の入場証を渡す。
タクヤ:「ありがとう」チケットをジャケットにしまって去る。
ＲＬ＼執事:「道を探しておられるようですな」
タクヤ:「ああ、オレの進むべき道を……」
ＲＬ ＼執事:「あなたはもう見つけているのかもしれない。道を……」
タクヤ:その瞬間、結線がパチンと外れる。
シーン15「捕縛:解放:光」　シーンタロット:マネキン　
シエルが目を覚ますと、手足を縛られ、冷たいコンクリートの地面に転がされていた。どうやら、捕まってどこかの倉庫に放りこまれたらしい。何度か縄を解こうとしたが、固く結んであり、解けなかった。

誰一人、訪れる者は無い。しかし、夜明け前、倉庫に一人の男が入ってきた。それは数日前、自分が助けた青年……

シエル:「レオルか？」
ＲＬ＼レオル:「……」
シエル:「そうだ！ 子供達は？ 子供達はどうなった！」
ＲＬ＼レオル:「連れて来る余裕は無かった。あなたの仲間が助けた」
シエル:「よかった……」
ＲＬ＼レオル:「それで、私になにか言うことはないのか？」
シエル:凄く不思議そうな表情で言う「何をだ？」
ＲＬ＼レオル:「私はあなたを欺いた、それを許せる性格には見えなかったのでな」
シエル:「何を言っている？ 私は今でもお前を信じているぞ」
ＲＬ＼レオル:「なぜ、信じられる？ なぜ？」
シエル:「そうだな。お前の目を見ていれば分かる。お前は信じるに足る男だ。私は私を信じている。だからお前を信じる」
ＲＬ＼レオル:「……かなわんな。すごい人間だよ。あんたは」と、近づいて縄を解く。
シエル:「ほらな。お前は信じるに足る男だ」純粋な笑みで微笑む。
ＲＬ＼レオル:じゃあ、少し黙った後、「光の中に戻れ。そこがお前のあるべき場所だ」と扉を開けると朝日が差し込んできます。
シエル:歩いていこうとして振り返る。「お前はどうするんだ？」
ＲＬ＼レオル:「十年以上前から決めている。探しものを探す」
シエル:「お前はまだ探しているんだな？」
ＲＬ＼レオル:「……他人に自分の事を話したのは初めての事だ」
シエル:「待て！」
ＲＬ＼レオル:振り向かずに立ち止まります。
シエル:「お前はまだ光の中に戻れる。私はそう思う」と祈りのような、予言のような言葉を言う。〈天罰〉を使用。
ＲＬ:彼は何も言わずに立ち去っていきます。シーンを切ります。
クライマックス･フェイズ
シーン１「涙:剥がれた仮面」　シーンタロット:カリスマ

レッドエリアに見捨てられた廃ビル。そこに一人の男が入ってきた。その手には一丁の長い長い銃。超長距離狙撃ライフル。こんなものを電脳化いや、義体化されてもいない人間が使えるはずがない……その、はずだった。しかし、男はその銃を馴れた手つきで構えた。
もうすぐ銃声という名の悲劇の鐘が鳴る……

ＲＬ:ではクライマックスを宣言します。全員登場です。場所は新宿インペリアルパーク、及びその周辺です。千早の式典で、この席で二条塔子の引退発表も行われる予定ですね。
タクヤ:俺達はどこにいるの？「奴を見つけて姫の場所を聞き出す」
ＲＬ:はい。このシーンエリアは広いので全員、どこに登場するか宣言してもらいます。中央にインペリアルパークがあり、その周りに何十もの警備が敷かれてます。その結果セキュリティはインペリアルパーク内がホワイトとグリーン、その外にイエロー、レッドと円状になっています。距離はそれぞれインペリアルパークから、近、中、遠、超遠、となっています。
シエル:私はまだここにはいないよ。
タクヤ:戦力は分散したくないな。
イルフィーナ:まあ、遠距離からでも撃てるけど。
シエル:目前の敵よりも、飛んでくる支援射撃の方が怖い（笑）
エリ:トラック軍団も配備していいですか？
ＲＬ:ん、いいよ。何させるの？
エリ:会場の回りを独自に警備させます。
イルフィーナ:私はクラウドの狙撃ポイントを探すので、イエローエリアを警戒。
エリ:私は塔子さんの近くにいます。
ＲＬ:じゃあグリーンエリアかな。
タクヤ:オレはホワイトエリア。姫はここらに現れる気がする。
ＲＬ:了解です。うまくバラけましたね。では、様々な式典も終わり、いよいよ、二条塔子の発表がはじまります。
イルフィーナ:「この警備だ。おそらく、長距離からの狙撃を行ってくるはず」
ＲＬ:「私ならそうする」かな？
イルフィーナ:（笑）。そういった観点から、狙撃ポイントを探す。
ＲＬ:〈社会:ストリート〉か〈社会:警察〉でどうぞ。
イルフィーナ:手札が良くないけど、このカードで達成値16。
ＲＬ:では、分かります。狙撃ポイントはイエローエリアの北東。
イルフィーナ:私が一番近い！ その情報をみんなに回します。
タクヤ:その方向を警戒する。
シエル:ではそこに登場する。会場にかけこんでくる。
ＲＬ＼警備員:「な、なんだ、お前は？ っ!? 上様……」
シエル:「二条塔子はどこにいる？」
ＲＬ＼警備員:「はあ、そこに……もうすぐ発表が始まるところです」
シエル:その瞬間全てが繋がって、「な、何てことだ！」と走り出す。
タクヤ:そこでシエルに気づきます。「姫、今までどこに？」
シエル:「そんなことはどうでもいい。お前に頼みがある。引き受けてくれ！」
タクヤ:じゃあ、ニヤリと笑って「いいだろう」
シエル:「二条塔子を必ず守れ！ いいな！」
タクヤ:「了解した」そして剣を渡して、「忘れ物だ」
シエル:「助かる」それを持って駆け出す。
タクヤ:シエルのＩＡＮＵＳに狙撃ポイントの情報を送っておく。

ＲＬ:では、カット進行に入ります。

タクヤ:まずはオレから。リアクション宣言。
シエル:移動する。「あいつを止めなきゃ」
エリ:じゃあ、守るために塔子さんの所に車で移動します。
イルフィーナ:移動してビルの中に入る。
ＲＬ:エンゲージしたね。「ここをよく突き止めたな……」
イルフィーナ:「戦い方を教えたところが同じだもの……」
ＲＬ＼クラウド:「なるほど、道理で同じ臭いを感じるわけだ」
イルフィーナ:苦笑いして、「そうね。私も同じことを考えていたわ。仕事柄、話せないけど」
ＲＬ:〈運動〉、〈射撃〉、〈クイックドロウ〉。エンゲージ離脱しながら、ハンドガンで撃つ。達成値は18。
エリ:〈盾の乙女〉で回せますけど。
イルフィーナ:あんがと。でもスートが合わない。
ＲＬ:当たったけど、カードがダメだこりゃ。ダメージは殴の12。
イルフィーナ:腹部損傷。防御分減らして……衝撃で吹っ飛ばされた。
ＲＬ:けっこう守りがかたいな。
タクヤ:次はオレだけど、リアクション宣言。
シエル:再び移動。エンゲージする。「レオル！」
ＲＬ＼クラウド:「あなたも来たのか」
シエル:「私は私の道を行くと言った。彼女を撃ってはダメだ！」
ＲＬ＼クラウド:「撃たなければならない。探しもののために！」
シエル:「彼女は、彼女は！ お前の探していた母親だ！」
ＲＬ＼クラウド:「な、何をバカな！」
シエル:「撃つな！ レオル。彼女はお前の母親なんだ。だから撃つ必要はないんだ！」
ＲＬ＼クラウド:「ずっと、母さんを探し求めてきたっていうのに、本

人の顔も分からなくなって……」と、彼は膝をつきます。
シエル:「もういいんだ。レオル。お前はその道を歩く必要は無い。探し物は見つかったんだ」
ＲＬ＼クラウド:彼は顔を抑えて嗚咽します。

シエル:止まることのない涙。彼は本当の自分を取り戻したんだな。

「泣いていいんだ。お前は今、泣いていい」
ＲＬ:しかし、彼の後ろに突然人影が現れる。レオルに対して、《死の舞踏》をしかけます。
シエル:じゃあ私が《プリーズ》を使って《難攻不落》。王家の剣を抜いて止める。
ＲＬ＼ティグリス:「止められたか」しかし飛針でレオルは倒れます。
シエル:「残念だったな。この剣は伊達じゃないんだよ」
ＲＬ＼ティグリス:「そうみたいだな。しかし、まさかこんな結果になるとは、流石のボスも予想できなかったろうよ。あんたに会ってから、そいつの様子が変だったんで、少々、仕事を監視させてもらったんだが……。暗殺者が生きる希望なんて持っちゃいけねえよ」と言って、面白そうに自分の爪を見ます。「まあ何にしても、そいつはもはや仕事はできねえ、だから生きる意味もねえ。もうじき死ぬ」
シエル:「そうはさせない！ 私はお前の道に立ち塞がる」
ＲＬ＼ティグリス:「なるほど。ボスの話通り、おっかねえ嬢ちゃんだ。だが、ここで闘うのはちょいとムリがあると思うぜ」何者かがブラックハウンドに《Ｍ＆Ａ》。クラウドに社会戦ダメージ〔21:抹殺〕
「じゃあな。そいつの始末は法がしてくれる」と、窓から飛び降りる。
シエル:「待て！　逃げるな」
ＲＬ:窓の下を見ると既に奴の姿はありません。シーン終了。
シーン２「天の目: 彼方より」　シーンタロット:チャクラ
眠り続けるレオルの傷は浅くもないが、命に別状はないらしかった。セバスチャンの診断にシエルは胸をなでおろした。他の面々も二条塔子を安全な場所連れ出した後に、シエルの別荘に合流していた。最悪の事態は防いだ。あとはケリをつけるのみ。
エリ:「彼は落ち着くまで置いておきましょう」
シエル:「そうだな。ほとぼりが冷めるまでは、ここで休ませよう。ここならさすがにブラックハウンドも手は出せまい」
イルフィーナ:「私もブラックハウンドなんですけどね」（笑）
シエル:みんなに分かったこと全てを知らせます。「私たちのすべきことは、黒幕を叩くことだ」
イルフィーナ:「ラーレルス……」
シエル:「皆、力を貸してくれるか？」
イルフィーナ:「この際、ブラックハウンドというより、個人として参加させてもらいますよ」
ＲＬ:そうだな。キミにはその理由があるのだったな。
イルフィーナ:「それに、せっかく戻れる道があるのなら、閉ざさなくともいいでしょうし」と、思っている。
エリ:「親子が一緒に暮らせないなんて悲しすぎますね」
タクヤ:「オレは今、あんたのカブトだ。命令しろよ」
シエル:「わかった、ありがとう」
イルフィーナ:「問題は、どうやって場所を突き止めるかだけど……」
ＲＬ＼執事:「お嬢様、準備は整っております」
シエル:「ああ、セバス、任せる」
ＲＬ＼執事:「はっ。衛星のシステムを起動させろ」
シエル:塔子からの《ファイト》で《天罰》。敵の拠点を検索する。
ＲＬ:レッドエリアの一角にある、養護施設に偽装した建物です。二条俊がそこに入っていくのが確認されています
シエル:「よくやった、セバス」
ＲＬ＼執事:「光栄にございます」
シエル:「行くぞ！」
ＲＬ＼執事:「はっ」一応言っておきますがセバスチャンはエキストラですからね（一同笑）
タクヤ:何かそんな気がしない（笑）
イルフィーナ:強いからなあ（笑）
シーン３「決着:成敗！」　シーンタロット:タタラ　
二人の男が料亭内で向かい合って話をしている。ブランドのスーツに身を包んだ男……二条俊は、満足そうに徳利を呷った。
「これで、私はグループの全てを統括する社長に就任できる。明日の取締役会議が楽しみだよ。あなた達のおかげだ。感謝する」

しかし、もう一人の男……ラーレルスはあくまで冷静だった。

「しかし、何かと面倒なことがおきているようですが？」

「ふん、そんなことは金でなんとでも揉み消せる。任せておけ。それよりそちらの失敗した暗殺者、とっとと消してくれよ」

「既に部隊は準備しました。腕利きの奴をやるのは今しかない……」

それを聞いて安心した。同時に気になっていたことを訊ねてみる。

「ところで、あんたは前から知ってたのか？ あいつらが親子だ、と」

「まあ、『真実ほど人を傷つけるものは無い』ということですよ」

男は初めて鮫のように笑う。それを見て、二条俊は怖気を感じていた。

ドガシャーン！

その時、塀が壊れる爆音がした。

「な、何者だ！」と二条俊が障子を開け放つ。

中庭を見ると、リムジンが塀を乗り越えて入ってきた。そして90度曲がった後、助手席のドアが開き、どこかで見たような少女が出てきた。

少女は凛と言い放つ。

「話は全て聞かせてもらった。お前達の悪事もここまでだ！」

ＲＬ＼二条俊:「な、なんだ？ この小娘は！ おい、つまみ出せ！」と、黒服がうじゃうじゃ出てきますが。
シエル:「タクヤ、懲らしめてやりなさい」
タクヤ:「はっ」と敵を叩きのめす。
イルフィーナ:壁の上から敵の足元にレーザーを撃つ。
シエル＼黒服:どかーん、「うわーだめだー」
ＲＬ:「だめだー」じゃねえ！（一同爆笑）そ、それはともかく。
ＲＬ＼ラーレルス:「光学兵器か。なるほど、只者ではないようだな」それを見ていた二条俊がヒステリーを起こして、「えーい！　お前達は一体なんだというのだ！」と叫びます。
シエル:「まだ、わからないのか？」と刀を抜く。
ＲＬ＼俊:「そ、その紋章、ま、まさか……、上様！」（一同笑）
シエル:「いかにも、我が名はシエル＝Ｌ＝エヴァンジェリスタ。我が名においてお前達を成敗する」
ＲＬ＼俊:「ば、バカな、皇国の第一位王位継承者が、なぜここにぃ！」
狼狽しまくる二条俊に、ラーレルスが腰を上げて言う。「何をうろたえている。何にしても、ここで消してしまえば同じことだろう？」
ＲＬ＼俊:「そ、そうだ！ そうすれば、恐れることは何も無い！」
シエル:「後悔することになるぞ」
ＲＬ＼俊:「そんな人数で何ができるか！ えーい、であえい！ であえい！」とトループが現れます（一同爆笑）
シエル:「行くぞ皆の者」カチン「成敗！」（一同爆笑）
ＲＬ:その声と同時に、赤毛が逆立った男が屋根から飛び降りてくる。
シエル:逆毛キター（笑）
ＲＬ:カット進行に入ります。プロットして下さい。位置関係としては全員別のエンゲージで、敵はティグリス、ラーレルス、二条俊、それにカゲトループが20人。距離は全て近です。そして、セットアップで二条俊が〈鼓舞〉を使用。ティグリスに一枚プロットを渡します。
タクヤ:これでティグリスのプロットが３か、厄介だな。
訓練された暗殺者二十人、相手にするのは無謀と言ってよかった。しかし、彼女――イルフィーナにはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ワイルドカード),切り札)があった。
「昔、あなた達の組織にいた〝白翼〟　という暗殺者を知っていますか？ その者は光を自在に操ったそうですよ」

右手を天にあげるイルフィーナ。十字をきり、手を振り下ろした瞬間、光の帯が降り注いだ。自分達が育てた〝力〟によって、黒服達は光の中に消滅していった。

「馬鹿な！ あの人数が一瞬で」

「人数だけが能じゃありませんよ」彼女は光に包まれながら微笑んだ。

イルフィーナ:《天変地異》を使用。トループを壊滅させます。
ＲＬ:了解です。ではティグリスの行動。オートアクションで〝ベアキャット〟を二つ起動。〈白兵〉〈イカサマ〉〈修羅〉〈二刀流〉達成値18。
シエル:まずいな。だれか奴の行動を阻害できる人はいないのか？
タクヤ:ニューロもカブトもいないからムリ。でも距離は？
ＲＬ:一度腕を引いた後、〝ズームハンド〟で腕を伸ばして攻撃！
イルフィーナ:うおっ！ そういう戦法か。
ＲＬ＼ティグリス:対象はタクヤ。「この間とは違うな。目が違う。キサマ、オレに殺されるのにふさわしい」
タクヤ:「オレは道を見つけるまでは殺されねえよ」差分値は４。
ＲＬ:ダメージは斬の17。
タクヤ:17か。まずいな、動脈切断になる。救命符を使用。
ＲＬ:では〈二刀流〉なので続けて判定。組み合わせは同じで、達成値は19。次はエリを標的にする。
エリ:リアクションします。マイナーで〝ターボユニット〟を起動。メジャーアクションで〈操縦〉〈ドッジ〉で達成値21。90度で回避（笑）
ＲＬ:では三回目、腕の中から刃が飛び出る！ スラッシャーを起動。
タクヤ:スラッシャーか！　
ＲＬ:対象はイルフィーナ。達成値は14。低い、制御値抜けるかな？
イルフィーナ:同値で当たった。
ＲＬ:じゃ、差分は無し。ダメージは……手札が腐ってる。斬の11。
イルフィーナ:朦朧、バックファイアだ。生命の制御値が９下がった。
タクヤ:じゃあオレか。攻撃するしかないな。ティグリスをやる。〝スリーアクション〟〝ＪＪＦ〝〝タイプＤ〟〝ガルーダ〟を起動。
タクヤ:〈白兵〉〈運動〉〈居合い〉〈修羅〉〈鉄拳〉達成値は26。
ＲＬ:ぐわっ、差分は12。
タクヤ:えーと、差分２倍で24で武器を足して……斬の30ダメージ。
ＲＬ:うーん、防御点で４点、〈鉄身〉で３点軽減、しかし、届かず。完全死亡。《黄泉還り》を使用。生き返る。
シエル:私か。〈交渉〉、〈人使い〉、〈演説〉でタクヤを動かす。
タクヤ:では行動する。さっきと同じ組み合わせで、達成値は25。
ＲＬ:25？ 死んだよ。（一同笑）一応ダメージ出して。
タクヤ:ダメージはまた30（笑）
ＲＬ＼ティグリス:〈鉄身〉しかし完全死亡。「し、死ぬ。オレが……」と自分の死を信じられないうちに死んで行きました。
シエル:じゃあ〈演説〉使ってるので続けて行動。ラーレルスに精神攻撃。〝スリーアクション〟〝タイプＤ〟と剣を抜く。〈交渉〉達成値21。
ＲＬ:回避！ マイナーで〝タイプＤ〟〝ＪＪＦ〟〝ホットチリ〟起動。そして〈自我〉〈泰然自若〉。しかし、達成値は17で届かず。
シエル:それで手札回しとは、相当手札が悪いな。ダメージはＡで11。
ＲＬ:理性の制御判定か……まずいな。山引き！ 失敗。《黄泉還り》
イルフィーナ:次は私ね。〝スリーアクション〟〝タイプＤ〟〝ディスパッション〟起動。そして銃を構える。〈自我〉〈運動〉〈隠密〉〈白兵〉、〈元力:光（正）〉〈ガンフー〉で、達成値は24。
ＲＬ:ではリアクション。マイナーで〝ソルジャーブルー〟を起動。その上で〈運動〉〈空蝉〉〈猿飛〉達成値は24。同値で回避。
シエル:カゲか。
ＲＬ:さらに〈白兵〉〈運動〉〈鉄拳〉〈猿飛〉。達成値は21。
イルフィーナ:回避するしかないな。〈運動〉でＡを出す。21。回避。
ＲＬ＼ラーレルス:「やるな。さすがに我が組織が育てただけのことはある。」
タクヤ:再びオレ。さっきと同じ組み合わせで26。
ＲＬ:ぐっ。その前に《不可知》でタクヤに攻撃を仕掛ける。《不可知》なので手札から。オートアクションで〝ドラゴンブーツ〟を起動。〈白兵〉〈運動〉〈鉄拳〉〈猿飛〉で達成値は23。回し蹴りを頭に叩き込む。
タクヤ:差分は12。ダメージは25。死ぬので、《黄泉還り》を使用。
ＲＬ:強い意志が体内ナノマシンの活動を活発化させる。
タクヤ:「オレはまだ、自分の道をみつけちゃいない！」こっちの攻撃だ。ダメージは……斬の23。
ＲＬ:死ぬので、二条俊が《ファイト》、そして《黄泉還り》。
タクヤ:そこでラーレルスに《死の舞踏》。
イルフィーナ:そして二条俊に《とどめの一撃》。気絶させておく。
必殺だったはずの一撃を掴まれタクヤは動けない状態になっていた。
「中々いい動きだったよ。どうかね、我が組織に入らんか？」

「冗談きついぜ」

「そうか。では死にたまえ」

ラーレルスが腕を振り上げる。地面に叩きつける気だ。そう悟った瞬間、体が動いていた。

体を回転させ、蹴りを叩き込む。さらに、腰からもう一本の刃を取り出して左胸に突き出した。

「ぐっ、はっ。バカな……一体」

それでもラーレルスは立ち上がろうとした。しかし、次の瞬間には倒れ、動かなくなった。

気付けば二条俊の情けない声も聞こえなくなっている。見ると、屋根に座ったイルフィーナがウィンクをしていた。ケリはついたようだ。シエルが宣言した。

「これで一件落着だな」

仁王立ちの……どこかで見たポーズだった。

エンディングフェイズ
シーン１「審判:裁きの時」　シーンタロット:ミストレス　

「えー、そもそも被告はカーライルシンジケートによって脅迫されていました。いわば被害者であり、全くの無実であります。」
弁護士が饒舌に裁判官に迫る。裁判は二条俊の雇った敏腕弁護士によって被告側有利に運ばれていた。その流れはあまりにも速く、関係者や警察からすれば、明らかな裏工作が見て取れた。

しかし、事件の担当であるイルフィーナは法廷にはいなかった。裁判所の入口で、ある人物を待っていたのだ。

ＲＬ:このように、裁判中です。ブラックハウンドは、これ以上の証拠があがらないので手のうちようがありません。
イルフィーナ:「そろそろね……」
ＲＬ:そのようですね。あなたが、千早課長と一緒に裁判所の入り口の階段に立っていると、そこに一台の車がやってきます。
イルフィーナ:階段を下りていって、車に近づく。
エリ:ウインドを開けます。「イルフィーナ、遅くなったわね」と資料を渡します。《ファイト》でイルフィーナの《制裁》を増やします。
シエル:「前々からブラックハウンドの捜査には強引なところが……」　と、裁判の放送が聞こえてくる（笑）
イルフィーナ:「そうでもないわよ。ちょうどいいタイミングかもしれないわ。」
ＲＬ＼裁判長:「判決。被告は無……」
イルフィーナ:「待ってください！ ここにある新たな証拠を提出します。」と扉を開けて入っていく。《制裁》。二条俊に有罪を。
法廷がざわめく中、裁判長がこれ以上の審議は無用として、「有罪」を宣告する。二条俊は先ほどとはうって変わって、青ざめた顔で呆然と立っていた。
「頑張って、罪を償ってくださいね」

　イルフィーナはにっこりと笑い、その場を立ち去る。
彼女が法廷の入口を見ると、証拠を運んできてくれた相手がいた。

「じゃあ、私は行きますね。あとは、彼なんですけど……」

「大丈夫。道はいつだって戻ることができる。私のように……」

シーン２「己が道を:求道者」　シーンタロット:アラシ
「さあ、ぞんぶんに食ってくれ。天然物じゃねえが、かなりいけるぜ。」
山ほどの料理がおかれた卓の向こう側に、早くも病床から脱した、藤咲竜二が座っていた。

「マジで？」

そう聞く前に、自然と体は動いていた。

（まったくよく食うもんだ）と竜二が微笑む。

「事件については聞いたよ」

　その言葉に、タクヤは動かしていた箸を止めた。

タクヤ:「最悪な事態にはならずにすんだ、ってところですかね？」
ＲＬ＼竜二:「そうだな。人は自分の道の先に見える光に向かって歩いていかなきゃならねえ。……それが、オレたちみてえな生業でもな」と、すこし目を伏せて言う。
シエル:竜二、妙に暗いな。
ＲＬ:藤咲竜二は今回の件に一般人を巻き込んでしまったことを悔いてるんです。他にも理由はありますが。まあ、それはともかく。
「おっ、この天ぷら旨えな」
「あっ、それオレの！」

「けちくせえこと言うなよ」

「ちっ、天ぷら追加！」

　タクヤは食べながらも別のことを考える。
（道か……オレも、見つけなきゃな）

ふと、空を見た。青空に一筋の飛行機雲が引かれていた。
シーン３「再会:粋な姉御」　シーンタロット:ヒルコ
事件以来、会社の経営が混乱して、二条塔子の引退はうやむやになってしまった。さらにその後始末がのしかかっている。

そんな事情により、今日もエリは塔子を迎えに行く。しかし、今日はほんの少し、帰りの道が違った。

「塔子さん、ちょっと付き合ってもらえませんか？」

「良いけれど、どこまで？」

塔子は連日の仕事で疲れた顔をしている。しかし、エリは確信していた。あそこに連れて行けばすっかり元気になるはずだ。

「行けば分かりますよ」

エリは悪戯っぽく微笑んだ。

「着きましたよ」

「ここは……エヴァンジェリスタ皇家のお屋敷じゃない」

　
エリ:何も言わずにある部屋に連れて行きます。
ＲＬ:部屋に着くと、一人の青年がベッドの上から外を見てます。
エリ:塔子さんの背中を押します。
ＲＬ＼塔子:「レオル……レオルなの？」
ＲＬ＼レオル:「……母さん」
エリ:では《完全偽装》を使いたいです。
ＲＬ:わかりました。効果は？
シエル:ちょっと話したんだけど、レオルっていう人物の戸籍をつくりだしたい。つまり、暗殺者クラウドは死んで、彼女の息子レオルとして生かしてあげたい。
エリ:電話で連絡してます。
ＲＬ＼櫛田千里:「わかりました。では、そのように計らいましょう。あなたには、借りがありますからね」
シエル:櫛田千里か（笑）
エリ:部屋から去ります。親子の再会の邪魔をしたくありませんから。
ＲＬ:わかりました。では、あなたは扉を閉めます。
「ありがとう。では」

電話を切る。微笑むと、エリはその場から立ち去った。
「さて。次のお仕事は、っと」

ポケットロンを確認する。

最近、知り合った人からのメールがあった。

シーン４「別れ:祈り」　シーンタロット:クグツ　
「私は国に帰る。今回のことで、色々と学ぶことがあった。皆に礼を言っておいてくれ」

Ｎ◎ＶＡからオーストラリアへ行く飛行場のロビーにて。

セバスチャンにメールを打たせながら、シエルは見合い話がうやむやになったことを喜んでいた。

「お嬢様、今回の事では……」

メールを打ち終え、いつもの落ち着いた口調で、セバスチャンが説教の続きを始める。

「わかった、わかった。心配をかけた」

　彼女はいつものようにそれを軽くいなした。　

「ところで、お客様のようですな」

「ん？」

一人の男がシエルの後ろに立っていた。

「お帰りですか？」

レオルだった。

シエル:「ああ、その後はどうだ？」
ＲＬ＼レオル:「そうですね……平和です。まるで、この十数年間が無かったかのように……」
シエル:「そうか、よかったな」本気でよろこんでいる。
ＲＬ＼レオル:「しかし、私は……」
シエル:「言うな。お前が幸せになった。それでいい」
ＲＬ＼レオル:「……」
シエル:「母親に会えてよかったな。おまえとの生活はなかなか楽しかった。礼を言う」
ＲＬ＼レオル:「……正直、途方にくれてもいる。ずっと、一つの道を歩いてきた。これからどう歩いていけばいいのか、と」
シエル:「それは、今は考えなくていい。少し休んで、母親と一緒にいて、そうしながら、少しずつ、道を見つければいい」そして、肩をポンポンと叩いて、「がんばれよ」
ＲＬ＼執事:「お嬢様、そろそろお時間です」
シエル:「わかった。エヴァンジェリスタ家に別れの言葉は無い」ときびすを返す。というのがこの娘にとっての別れの言葉。
「私には見える。お前の進む道が光に包まれているのが。幸せになれ。私はそれを望んでいる。」
ＲＬ＼レオル:「こんなこと、今まで言ったこともないが……あなたも」
シエル:「私は私を不幸だと思ったことは一度もないぞ」
ＲＬ＼レオル:「確かに、それもそうか」と少しだけ微笑みます。
シエル:「そうだ。行くぞセバス」と去っていく。
ＲＬ＼レオル:彼は、あなたがいなくってから呟きます、
「私の道に光を照らしてくれたのはあなただ……ありがとう」
かくて、人は歩みだす。
己の道を。それはきっと、恐ろしいことだろう。

道に迷うこともあるかもしれない。疲れて休むこともある。その時に自分の歩いてきた道、これから歩む道を見てみるのもいい。

大切なのは歩くことを止めないこと。歩き続けること。

「希望」を手に、未来に向かって……

トーキョーＮ◎ＶＡ　The Detonationリプレイ
～休日の欺曲～Vacation of N◎VA　ＥＮＤ
